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辛成3年9月19日
長浜町大字戒川

西隆寺

込
A

ザ
・
泌
氏
菩
薩
ゑ
像
(
彫
刻
)

さし、り吻うじ

戒 川西隆寺に安置されているこの像は、像高166cm、頂上から顎まで27cm、面幅22cm、
し、ち'''<

眼最入の一木彫りの立像です。室町時代以降の地方の仏師の作品と推定され田植地蔵ともい

われており、 6尺(約1.8m)ほどもあるー木彫りの仏像は県内でも大変珍しいものです。
りゃくえんE

「田植地蔵菩薩署縁起」によれば、『往古より安置しであるこの地蔵大師は、今坊沖の海

上より光明赫赫として出現した。ある夜、 この地蔵大師が戒川 の樫谷地区に来て田植えをし、

寺付の田にも植えた。里人は喜び、お堂を建立した。以来、五穀豊穣、海上安全、女人泰産、

諸病返誕の大師と して里人から敬われてきている。後年、この尊像を在京し奉ろうとして京

都の仏師に依頼したが、 着手したところ災いが生じたので断られた。この事業を大洲市如法
'"人"すし、

寺の盤珪禅師に話 したところ、この尊像は弘法大師の霊作であると言 い、禅 師自 らが尊像を

荘厳して奉り 、今日に至っている。』といわれています。

玉



五
月
二
十
九
日
、
町
体
育
館
で
平
成
十
三
年
長
浜
町
議
会
第
一
回
臨
時

会
が
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
、
専
決
処
分
し
た
「
平
成
十
二
年
度
長
浜
町
一
般
会
計
補
正
予

算
(
第
六
号
)
」
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
平
成
十
三
年
度
長
浜

町
一
般
会
計
補
正
予
算
(
第
一
号
)
な
ど
の
議
案
九
件
が
、
す
べ
て
承
認
@

可
決
さ
れ
ま
し
た
口

な
お
、
承
認
・
可
決
さ
れ
た
主
な
議
案
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

減
置
基
金
曜
偶
立
金
者
ど

十
二
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
二
年
度
一
般
会
計
予
算
に
一

億
九
千
四
百
九
十
五
万
一
千
円
が
補
正

さ
れ
、
予
算
総
額
は
六
十
五
億
一
千
百

四
十
七
万
八
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

道
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〔
総
務
費
〕
財
産
管
理
費
と
し
て
、
財

政
基
金
及
び
減
債
基
金
へ
の
積
立
金
、

並
び
に
各
種
基
金
利
子
の
確
定
に
伴
い
、

一
億
七
千
九
百
六
十
三
万
九
千
円
を
補

正。体
背
セ
ン
タ
ー
建
設
費
者
ど

十
三
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

平
成
十
三
年
度
一
般
会
計
予
算
に
、

四
億
二
千
百
八
十
四
万
五
千
円
が
補
正

さ
れ
、
予
算
総
額
は
五
十
七
億
九
千
四

百
六
十
四
万
五
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
使
い
道
は
次
の
と
お
り

で
す
。

〔
教
育
費
〕
体
育
セ
ン
タ
ー
建
設
費
と

し
て
、
県
道
改
良
に
伴
い
取
り
壊
し
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
長
浜
勤
労
者
体

育
セ
ン
タ
ー
に
代
わ
る
、
長
浜
町
体
育

セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
新
設
に
係
る
四

億
一
千
八
百
九
十
+
一
万
二
千
円
を
補
正
。

長
浜
町
税
条
開

一
部
、
か
改
正
さ
れ
咽
ま
し
た

主
な
改
正
点
と
し
て
、
町
民
税
関
係

で
は
、
現
行
の
負
担
軽
減
措
置
で
あ
る

長
期
譲
渡
所
得
の
税
率
(
軽
減
の
特
例
)

二
六
%
の
適
用
期
限
が
、
平
成
十
五
年

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
三
年
間
延
長

さ
れ
ま
し
た
。

固
定
資
産
税
関
係
で
は
、
平
成
十
二

年
一
月
二
日
以
降
に
発
生
し
た
天
災
等

で
滅
失
・
損
壊
し
た
土
地
に
つ
い
て
は
、

そ
の
後
住
宅
用
地
と
し
て
使
用
で
き
な

い
状
態
に
お
い
て
も
、
被
災
後
二
年
間

を
住
宅
用
地
と
見
な
し
、
そ
の
年
度
分

の
固
定
資
産
税
を
軽
減
す
る
措
置
が
講

じ
ら
れ
ま
す
。

平
成
十
一
一
一
年
度

ム
冨

圏

臣室

必
盟

七
六
・
再
任
)
、
会
計
に
藤
淵
季
志
叔

氏
(
長
浜
・
七
五
・
再
任
)
が
、
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
今
期
の
区
長
会
役
員
は
左
記

の
と
お
り
で
す
。
(
敬
称
略
)

2 

ム
富

j
会
長
に
森
議
氏
を
再
選
f
J

五
月
二
十
二
日
、
町
体
育
館
大
ホ
ー

ル
で
平
成
十
一
一
一
年
度
区
長
会
・
総
会
が

開
催
さ
れ
、
各
地
医
の
区
長
及
び
町
関

係
者
ら
約
百
五
十
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

区
長
会
で
は
、
委
嘱
状
交
付
、
町
長

あ
い
さ
つ
、
役
場
の
各
課
長
紹
介
な
ど

が
行
わ
れ
、
総
会
で
は
、
役
員
会
経
過

報
告
、
来
賓
祝
辞
な
ど
の
後
、
平
成
十

一
二
年
度
の
予
算
や
努
力
日
標
な
ど
が
審

議
さ
れ
、
全
て
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

役
員
選
出
に
つ
い
て
は
、
五
月
一
一
日

に
体
育
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
役
員

会
で
改
選
が
行
わ
れ
、
会
長
に
森
議
氏

(
白
滝
・
七
八
・
再
任
)
、
副
会
長
に
金

津
柴
次
氏
(
長
浜
'
七

0
・
再
任
)
と町体育館で行われた区長会総会

田
中
利
徳
氏
(
櫛
生
・
六
二
・
新
任
)
、

事
務
局
長
に
中
川
喜
代
志
氏
(
沖
浦
・

長浜町霊室長会後職員名簿 (H13 ，4.1~H15.3.31)

支部 l役職 1 氏 名 区 区名 支部 役職 氏 名 区 区名

白滝
_c，. 
長 オ草木て 議 125 小野 6 理 事 川田文男 78 河原Z三

長浜 副会長 金 j事策次 18 長浜
櫛生
理 事 城戸晴輝 84 西高松( 4名)

櫛生 !! 田中利徳 70 常水 理 事 清水志朗 85 須沢仲奥

長浜 i事務局長 中川喜代志 152i小浦団地 出j毎 理事(支部長) 畑山博志 92 出海沖

長浜
_c，. 
言十 藤淵季志叔 46 長浜 ( 2名)理 事 玉井幸人 93 出海浜ヨ=ぇ

理事(支部長) 金 j霊祭次 18 長浜 大和 l理事(支部長) 大成利男 94 下平

理 事島田征夫 2 仁久 ( 2名)E里 事 中川一郎 98 新造替地

長浜 |ト|理理一一一一一事事一一
吉田重則 8 長浜 豊茂 理事(支部長) 山本美智子 111 下
ト一一一

( 2名)水口時失 26 長浜 E里 事 石本盛雄 119 明東地

( 8名)理 事 白形晴夫 28 長浜 理事(主部長) 吉本武夫 147道上

理 事 谷勝園 i37i長浜 白j竜 理事 窪憲一 123 白滝 4

( 4名)
ト一一一一

l理 事 井上邦敏 50築地 理事 山本久雄 135 足山他

l理 ト百一日中 古事 佐々木庸一 理 事 一宮泰忠 136 叶松

今I方 理事(支部長) {中尾博幸 61 今I方浜 今坊 工EEZEE 事 局木房雄 59 
在坂型本

事|東富士男( 2名)1里 64 I橋立上 出海 £臣工と巴 事 j 塚井明敏 89 

櫛生 理事(支部長)I 田中利徳 70 I常水 総数( 2 9名(うち 2名重複)



陣争で
~引間 仁和~t各国

うi蜜宮居間ホ凱
健藤づくり運動~

翻っ宅:い霊襲撃か?竺ん毎1益事均額三言
活争量鯨酒記..志望書

m アルコーjレ性痴呆@心筋症。大腸カ官、ん。胃、十二指腸潰寝・

騨臓炎@アルコール依存症・咽頭、食道がん e 高血圧症@痛風つ

アルコール性肝炎。末梢神経障害。食道静脈癌 c不整脈@脂肪

月干・月子硬変。インポテンツなどなど

l 費支み矯めた君主齢がiEEらも忠どへ令署ふも時野':7J~コー)1;鰻存症に重量
※飲酒経験の時~}17う{III~ければIII~いほど、短期間で脳や身体がアルコールに慣れてしまうので、 R

く依存症にかかりやすくなります (未成年の飲酒は絶対禁止I! ) 

※アルコール依存症は、情神不安定や{建庫を損なうだけでなく、家族など周囲の人にも暴力など

のj栗亥リな景2乞口を I壬えてしまいま Eす。

方々 飲酒経験の年齢とすJL，::J， .~~ 'l-依存症になりやすい年齢

醸雇通事蟻aJ首"
宮高会問書車時智子宮寧!I 

。立つ海 手法
1適量を知って飲みすぎない

白分の適量を知り、それよりも控えめに飲

みましょう

2 食べ訟がら飲む
魚、や豆J偽などのタ〆パク質の食べ物l士、胃

を守ってくれるので悪酔いを印ぎますり

:三ゆっくり時間 斗
4 む

かっき飲みなどの人への無理強い社、急性

アルゴール 111毒を招いて最悪の場合死亡する

ケースもあります。ゆっくりベースで棄しぐ

飲みましょう。

号車いおj曹は薄心℃飲む
跡、いお酒は、食道や胃曜を荒らしたり、ア

ルコール依存症になりやすいので、薄めて飲

みましょう c

17)レコール依存症に

なりやすい年齢

20歳代頃から

4 0歳代頃から

歓み始めた年齢

2 0歳宗満

2 j幸代

5 喫醸(まやめましょう
二j は、口腔がんや食道がん

の危険性が高いというヂ'-;/があります。

6お;曹と諸島の関係iLj主景 i
事とおj南の、お互いの It r枢神経抑制作用が
強まることがあり注意が必

要です〈また、お洞により

作用が強まる薬も危険です」

欽 Iしでいる薬や病汎の;1犬態

lこもよりますのご、医師に

よく相訟をしてみましょう J

7 i墨(;:芝居晶体肝E
日刊誌に異常がでるのは、

かなりJEくなってからです。
続けて2日以上、休ませま

しょう。

什

一一-0一一
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し:定。

ご好評を煩いております 1T (情報通信技術)講習会(8 月 ~9 月)

したのでぜひご応募頂きますようご案内いたします。

[申込方法]長浜町教育委員会、ふれあい会館、今同の講習会場となる各公民館で下記事項を所定の用紙

に記入していただいて申し込みを受け付けるほか、後日愛媛県から新聞折込で配布される 11T講習」受

講者応募チラシ付属のハガキでも受け付けます。なお、 E去に県内の講習会場で受講清の方は応募できませ
んのでご注意ください。

E申込受付期間]藍謹欝蓋欝麟盟議議議欝議襲撃譲醤欝譲議書応募者多数の場合、抽選とさせていただきま
す。(ド表締切H必着)

なお、 1講座へのお申し込みはお 1人 1通とさせていただきます。(1講座への複数の申し込みが判明

した場合は、 2通 Uj;)、降は無効とさせていただきます。受講が決定すると、受講決定通知が送付されます。)

以下のとおり決まりまσコ日干呈7う宝、

平成13年度 (8月 ~9 月) I T講習会日程表

月 火水 木 主ノ九 土 日寺 閏 場 所
申込締切日
(必着)

6 7 8 9 思閏(9:00~ 12:00) 長浜町体育館

6 7 8 9 10 11 夜間 (19:00~21:00) 白滝公民館

8月 20 21 22 23 居間( 9:00~ 12:00) 大和公民舘 i

20 21 22 23 24 25 夜間 (19:00~21:00) 豊茂公民館 7月19日(木)

20 21 22 23 24 25 イ交問 (19:00~21:00) 3 櫛生公民館

8月 27 28 29 30 31 9/1 佼閏 (19 ・ 00~21 ・ 00) 長浜町体育館

27 28 29 ! 30 31 9/1 佼閏 (19:00~2 1: 00) 大和公民館」皇旦

9月
3 4 5 6 昼間(9:00~ 12:00) 櫛生公民館

8月17日(金)
5 6 7 8 夜間 (19:00~21:00) 沖浦公民館

長
浜
町
の
都
市
計
両
に
つ
い
て
は
、
本
年
五
月
十
五
日
に
新
た
な
都
市
一

一
計
画
区
域
と
し
て
、
大
字
拓
海
の
全
部
と
大
字
上
老
松
・
下
須
戒
・
白
滝
一

一
柴
・
大
越
の
一
部
が
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、
都
市
計
画
法
に
基
一

一
づ
く
土
地
利
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と
も
に
、
開
発
許
可
や
建
築
制
一

一
限
等
に
よ
っ
て
住
環
境
の
整
備
保
全
が
同
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一

一
ま
た
、
大
和
(
郷
)
土
地
区
両
整
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
長
浜
一

一
都
市
計
画
一
院
域
の
変
更
後
、
初
め
て
の
都
市
計
画
事
業
で
あ
り
、
一
級
河
一

一
川
肱
川
及
び
大
和
川
改
修
に
伴
っ
て
、
土
地
の
区
画
を
整
理
し
、
道
路
・
一

一

公

園

等

の

公

共

施

設

を

整

備

す

る

事

業

で

す

。

一

こ
れ
ら
の
事
業
概
要
に
基
づ
い
た
約
四
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
計
画
素
案
一

一
に
関
す
る
地
元
説
明
会
を
、
本
年
五
月
八
日
に
大
和
公
民
館
で
開
催
し
、
一

一
そ
の
後
、
関
係
機
関
と
協
議
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
土
地
医
画
整
一

一
理
事
業
の
計
同
決
定
を
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
都
市
計
同
案
の
縦
覧
を
一

一

行

い

ま

す

。

一

な
お
、
案
の
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
長
浜
町
へ
意
見
書
を
提
出
一

一
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

一
一
都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
医
域
一
長
浜
町
大
字
下
須
戒
の
一
部

約
四
国
二
ヘ
ク
タ
ー
ル

一
縦
覧
期
間
]

一
七
月
十
六
日
(
月
)
j
七
月
一
二
十
日
(
月
)
(
午
前
八
時
三
ト
分
j
午
後
五
時
:
一

一
土
・
日
・
祝
日
は
除
く
)

一
縦
覧
場
所
}

一
長
浜
町
役
場
企
画
調
整
課

※
詳
し
〈
は
、
役
場
企
画
調
整
課
(
宮
五
エ
l

一
一
一
一
〈
内
線
一
ニ
七
回
一

一
四

O
〉
明
幅
一
二
一
ニ
ご
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4~ 

大
~自

(
郷
)
土
地
藍
菌
整
理
事
業
の

畳
一
甘
い
ま
す
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一
一
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一
展

恒
時
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ゆ
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櫛 Z主の松本賢こさんにより、

大小約30点の美Lい風蘭が展示

されます。ぜひご鑑賞ください。

【其月間] 7 月 10 日 ~22B (月曜

日ロ祝日体開:午前 9時~午後

5日号)

E場所】ふれあい会館ギャラリー

長沼ム士官官
タ~'ï 回二二ずァて

広告ロマン展
平成 8~1O年にかけて開催 L 、

好評を頂きました長浜今昔写;真

展。今回は、その中から昭和初

期の長浜町内の町並みや風景な

どの写買と、平成 6年頃の町並

み写真などを令わせて約40点を

展示しますー。

また、|司時開催として、昭和

初期に街かどで見られた各種広

告・宣伝看板など約30点も展示

します。

今一度、辛子さん白身の思い出

とともにお楽しみくださし」

E期間】 8 月 1 日 ~í !ll日(月曜

日休館:午前 9時~午稜 5時)

E場所1ふれあい会舘ギャラリー

戸端Z3FZ55蕊
お知告せ

女性の健康相談
{日時，] 7月19日 (オミ) '1イ変 4

時三~ 5 s寺

【場所]大洲保健所

思春期保健相談
【日H寺] 7月26U(ァド)午後 1 時~4 時

【場所]大洲保健所

※ヒ記、ともに要電話予約。無料。

【お開い合わせ園予約先】大洲

保健所(器 24-3165)ま

で。

← 5-

河1ft愛護月間です7Y雪
清らかな水のi忘れと車、まれた

iilJ川辻、地域社会に憩いと潤い

をりえるとともに、;県境づくり

の中心的な役割を果たしており、

近年都市化の進展等により河川

空間への佐日の期待は高まる一

方です。

昭和48年以来、豊かでr主みよ
い|宅|土建設を推進するため毎年

7月を「河川愛護月間」と定め、

河川受護の思想、を広げ河川環境

を積極的に整備寸ることによっ

て、河川を常に安全で去しく叫

用し管理する気運を高めるため

の述動を展閣します。

運動は「水辺にやすらぎ、心

にゆとり」の推進イ禁言吾をもとに、

同士交通省・県.rTJ'町村等にお
いてさまざまな行事を予定して

おりますが、皆さんの積極的な

参加。ご↑努力をお原品、します。

遊撃

です ~長浜町立図書館~

著者書名

Oパソコン超入門の入門
NEC BIGLOBE監修

Oハリーポッターと賢者の石
J.K.ローリング

O ぼくが読んだ面白い本、ダメな本、そ
してぼくの大量読書術、't'?;異の速読術

立花隆

O瞬間接来年斉IJで百をふさがれた犬、純平
関朝之

B 
E 

--E 
E . 
E 
E 

-
E 

E 
E 
a . 
' z 
a 
目
Ia._____~~ 回国・・園鑑圃圃圃圃--凶闘困圃・圃圃 E 園田園町司咽聞且--司幽回・--園田・・園開圃幽回同園圃圃----圃刷圃=ー・嶋田園極関周回園

。知っていますか?

君が代・日の丸、一日fJ .答

。続倣犯(上・下)

u多 耳忠
宮部みゆき



窃i事記記輔自閣
員

⑥ 給{まり上{ず
Cコ。

童喜重量警星雲鶴1:懇話事J善命賜ももい持説記、'.$夢~く署長亀電電害 i
;希望すれば

しかし、繰り上げ請求すると次のようえま制約があります。
。繰り上げ受給を希望されたときの年齢によって、一定割合の額が一生涯支給停止されます。

。厚生年会保険や共済組合から支給される、特別支給の老齢厚生年金・退職共済年金または遺族厚生

(共済)年金の支給が停止されます。(昭和16年 4月 1tJ以前に生まれた)J)

。繰り上げ請求後に判明した障害基礎年金の受給権は、原則として発生しません。

O寡婦年金の受給権は消滅します。

。厚生年金保険や共済組合の被保険者(同民年金第 2号被保険者)

ます。(昭和16年 4月 1日以前に生まれた方)

。国民年金の任意加入はできなくなります。

である期間は、年金が支給停止され

老齢基礎年金を受給できるのは、原則として65歳からですが、

60歳から繰り上げて年金を受給することができます。

①昭和16年 4月1自以前{こ生まれた方と1 ②昭和16隼 4月28以後{こ主主
まれた方とでは%減額率が違っていますのでご謹意を i

塁審請求時の年齢に応じた減額率

詰求時の年齢
請求月から65歳になる月 ②昭和16年 4月2日以降 ①昭和16年 4月 1日以前

の前月までの月数 に生まれた方の減額率 に生まれた方の減額率

60歳 0 か月 ~60歳 11 か月 60か月 ~49か月 30 且0%~24.5% 42.0% 

61歳 0 か月 ~61歳 11 か月 48か月 ~37か月 24.0%~18.5% 35.0% 

62歳 0 か月 ~62歳11 か月 36か月 ~25か月 18.0%~12.5% 28.0% 

63歳 0 か月 ~63歳 11 か月 24か月 ~13か月 12.0%~ 6.5% 20.0% 

64歳 0 か月 ~64歳 11 か月 12か月 ~1 か月 6.0%~ 0.5% 11.0% 
」一
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省主

2片

;草子

園

冨
崖
金
異
衛

文
久
一
一
年
(
一
八
六
二
年
)
一
二
月
二

十
川
円
、
同
志
の
沢
村
惣
之
丞
(
後
の

変
名
関
雄
之
助
)
と
共
に
高
知
を
立
っ

た
坂
本
龍
民
は
、
翌
日
、
梓
原
村
の
那

須
俊
平
・
信
五
口
父
子
の
訴
に
泊
ま
っ
た
。

羽
立
一
十
六
日
、
那
類
父
子
の
案
内
で
川

万
川
の
{
呂
野
々
闘
を
抜
け
、
国
境
の
大

野
ケ
原
は
来
ケ
峠
を
越
え
て
脱
藩
し
た
。

道
案
内
人
の
那
須
信
吾
は
、
こ

こ
か
ら
引
き
返
し
て
い
る
。

龍
馬
と
惣
之
丞
は
那
須
俊
平

の
遭
案
内
で
大
洲
領
に
入
り
、

小
長
村
か
ら
榎
ケ
峠
、
射
事
ケ

峠
、
水
ケ
峠
を
経
て
、

FH
ぷ
ケ
峠

で
宿
泊
し
た
。

翌
一
一
十
七
日
(
新
出
で
は
四

月
二
十
瓦
日
)
、
北
表
村
か
ら
病

問
村
に
若
い
た
。
こ
こ
で
道
案

内
人
の
那
須
俊
平
と
別
れ
、
龍

馬
と
惣
之
丞
は
川
舟
に
乗
り
、

大
洲
を
経
て
、
夕
方
、
舟
は
長

浜
村
に
着
い
た
。

肱
川
河
円
の
江
湖
で
舟
を
降

り
た
二
人
は
、
本
町
の
豪
商
、

富
屋
金
兵
衛
の
家
を
目
指
し
た
。 す

れ

同

ユ

か
ね
て
よ
り
そ
の
来
訪
を
心
待
ち
に

し
て
い
た
金
兵
恥
が
、
喜
ん
で
出
迎
え

た
三
と
で
あ
ろ
う
。

「
土
佐
の
坂
本
龍
馬
で
す
。
」

「
沢
村
惣
之
不
で
す
。
」

「
吉
村
様
か
ら
伺
っ
て
お
待
ち
し
て
お

り
ま
し
た
G

ょ
う
か
い
で
な
さ
い
ま
し

た。」そ
の
玄
関
先
で
の
会
話
が
想
像
さ
れ

る
c

、
〆
〆
》

i と--， L と「がん B にり B たと lがう思 A しよとてが まとい 1 
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;ごまカ宝わわじ B にやしうや、ヵ、じ てよJ しやそ、た A しもじで、、 i 
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jば 芋か ι与しつあい心うれけ 、いと、声を会とで とはや J
「け 、たしつまのれまが B てカ宝わでの 7J~.... .__ 

:が ;ι て 。ょたし中ししは 子し、たわぞ二1 そな みつな司
l。 んく 行にのたでくたな ちまにしらきソばみ んりれ j
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金兵衛邸跡・現在富田運夫氏方(長浜)
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だ
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1
、
て
い
い
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オ
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バ
ー
」

と
一
一
泣
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ま
し
た
。
す
る
と

B
子
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ゃ
ん

カ「
だ
め
だ
よ
。
ち
ゃ
ん
と
入
れ
て
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な
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と
c

と
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っ
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し
た
。
で
も
C
子
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ゃ
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入
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。
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、
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の
日
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ぼ
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私たちの食卓{こ上る食物{ま、安全えまもので設ければ

な静ません。そうした食の安全を守る主投i立、食品を

選ぶ私たち自身です。

さまざまえ主食品があふれている中、私たちは安岳し

て食べられる食品を自ちの判断で選び、食中毒主主どの

圏 愈険に対する知識を持ち、畠ら予防してい〈ことが重

要です。
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争
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直

薗

( I~I擁で時中毒が危ない l 食中毒を防くわ明日
蒸し暑い夏は、食中毒菌が増殖するのに最も適した季節。そのため、

毎年この時期は家庭での食中毒も発生しやすくなっています。

食中毒は、食物に食中毒菌が、付着し、これが食物中で大量に増殖す

ることによって引き起こされます。食中毒菌は、いたるところに存在

しますが、その菌を「付けないJI増やさなしづ「殺菌するJことが、
企竺を予防するための3大原則です。

食中毒菌を付けないために

F議事』
圏食物を取り扱う手指は、菌の2次汚染の原因。
食物を取り扱うときは必ず手指を洗いましょう。

特に肉や魚、卵などを触った5、面倒でもその
都度、手を洗うことが大事です。また、まな板

や包丁などの調理器具も2次汚染の原因になり
ます。特に、肉や魚、卵を扱った後は洗剤でよ

く洗い、熱湯を十分にかけて殺菌しましょう。

食中毒菌を増やさないために

自盟、島
"督自高島睡も平闘志岨藍蓄遇

盟食中毒菌の多くは、 wc以下の低温では増殖
がゆっくりとなり、 150C以下では増殖が停止
します。食品に付いた闘を増やさないためには、

冷蔵庫や冷凍庫で保管すること。また、冷蔵庫

は100C以下、冷凍庫は-150C以下を維持するよ
う、きちんと温度管理をしましょう。冷蔵庫の

中に物を詰めすぎると冷気の循環が悪くなるの

で、詰める量は全体の7割程度に。

食中毒菌を殺菌するために

司自熱』
圏部の例外はありますが、食中毒菌のほとん

どは、加熱を十分に行うことで殺菌することが

できます。中心部の温度力'750Cで1分間以上の

加熱を目安にし、食品の中心までJ十分に加熱し

ましょう。

(資料提供=厚生労働省)

加工食品(ま
豪景をチェッケ!

毎日の食生活に身近な加士食品。製

造や流通の過程が見えにくいだけに、

その中身や安全性が気になります。安

心できる加工食品を選ぶためには、原

材料賞味期限保存方法など食品に

表示されているさまざまな情報が重要

な判断材料になります。今年4月から

は、安心安全な食品選びに役立つ、

次のような表示も新たに義務付けられ

ました。

題[遺伝子組み換え食.l""Jの表示

遺伝刊E制奥え食品は国閥的に広がっ

てきています。日本圏内では、国の安

全性審査を受け、安全性が確認された

ものでなければ販売することはできま

せん。遺伝子組み換え食品、それを含

む加工食晶を販売するときには、遺伝

子組み換え食品を含む旨の表示が義務

付けられています。

圏アレルギー物質を含む食品の表示

食物アレルギーのある人には、アレ

ルギーを引き起こす食物の摂取は大変

危険です。そごで、加工食品の中に自

分が反応するアレルギ一物質が含まれ

ているかどうかを判断し、選べるよう

に、アレルギ を誘発する特定原材料

の表示が義務付けられました。現在、

表示が義務付けられている特定原材料

は、小麦、そば、卵、乳、落花生の5

品目。また、アワビ、イ力、オレンジ、

牛肉、鶏肉、大豆など19晶目が特定原

材料に準するものとして、表示が奨励

されています。
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二
人
の
H
り
と
な
る

以

井

良

市

心

シ
ャ
ボ
ン
玉
父
は
吹
き
役
追
ふ
曾
孫

窪

美

恵

子

時
の
日
ん
や
釣
り
よ
り
川
市
る
子
の
獲
物

柴

中

年

栄

時
鳥
鴨
く
古
里
に
来
て
安
ら
ぎ
ぬ

徳

田

静

F

ナ

一
排
緑
の
塵
を
払
い
て
雨
あ
が
る

渡

辺

千

代

子

春
雨
や
尼
僧
素
顔
の
つ
や
つ
や
と

小

西

カ

メ

子

っ
、
じ
山
見
上
げ
見
お
る
し
お
茶
を
飲

む

清

水

よ

し

子

雨
止
み
て
緑
あ
ふ
る
、
深
山
か
な

渡

辺

功

鈴
蘭
の
咲
い
て
灰
か
な
香
を
こ
ぼ
す

林

(

疋

子

H
大
和
白
菊
短
歌
会
H

南
降
り
て
は
限
海
ま
る
山
々
を
あ
か
ず
眺

む
る
長
さ
(
日
を
メ二

手

'l'~ 

去
年
逝
き

L
娘
に
孫
ら
は
付
の
日
に
セ

キ
チ
ク
抱
き
墓
に
手
向
け
ぬ

村

上

テ

ル

子

五
月
晴
れ
金
山
ド
ろ
し
の
胤
乏
け
て
棚

田
の
で
泳
ぐ
鯉
の
ぼ
り
一
段
辺
ス
マ
子

亡
さ
戦
友
の
み
主
安
か
れ
と
祈
り
つ
つ

戦
争
怨
ひ
出
書
く
老
再
は

藤
同
士
一
一
]
代
夫

ガ
ン
癒
え
て
夫
と
ま
い
り
し
高
野
山
今

あ
る
命
た
だ
あ
り
が
た
し

東

利

子

大
東
軍
戦
争
従
軍
記
頂
き
で
よ
く
ぞ
御

無
事
と
心
よ
り
机
ふ一同

い」
r々
l

u大
和
小
学
校
リ

ピ
カ
ピ
カ
と
ホ
タ
ル
が
ひ
か
る
奈
h

りか

一

昨

津

美

佳

な

五
年

;議i=定。"

寸こ

ナ
カ
ヨ

うまこあいば長浜高校美術部

扇
風
機
あ
な
た
の
山
を
一
人
じ
め

五

午

小

西

加

奈

ホ
タ
ル
児
て
ゆ
っ
く
り
時
が
す
ぎ
て
い

く

五

年

久

保

美

芹

千

蚊
に
さ
さ
れ
パ
チ
パ
チ
聞
こ
え
る
部
尽

の

中

五

年

小

川

明

荷

か
ま
き
り
に
か
ま
を
む
け
ら
れ
絞
ず
さ

り

五

年

松

田

望

士
干
の
一
風
口
笛
ふ
い
て
歩
く
喧

六

年

亀

井

満

年

さ
き
は
こ
る
パ
ン
ジ
ー
の
k
を
ま
う
ち
ょ

う

ち

ょ

六

年

失

野

慎

也

く
ぬ
ぎ
山
さ
な
ぎ
の
穴
に
カ
ブ
ト
虫

六

年

石

山

雄

也

胸
さ
わ
ぐ
海
だ
ブ

I
ル
疋
衣
が
え

ぃ

ハ

年

沖

田

佳

奈

人
か
げ
に
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
が
は
じ
け

と

ぶ

六

年

真

奈

美
黒

)I[ 
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体
つ
ら
つ
。
7
レ
!

flii

、
)
レ
ク
バ
レ

i
大

会

i

六
月
十
三
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
、
第
十
一
回
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内

か
ら
一
ー
ハ
チ

l
ム
が
参
加
し
た
。

各
チ

1
ム
と
も
、
元
気
よ
く
声
を
掛

け
合
い
な
が
ら
ボ
l
ル
を
追
い
、
臼
頃

の
練
習
の
成
果
を
披
露
、
は
つ
ら
つ
プ

レ
ー
を
展
開
し
た
。

な
お
、
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

一
優
勝
一
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ

{
準
優
勝
一
長
幼
フ
レ
ン
ズ

一
対
局
訊
な
町
、
っ
く
り
を
進
め
よ
う

f
1

健
康
フ
ェ
ス
一
ア
ィ
パ
ル
ー

時F

一
ブ
ッ
キ

i
ズ

講演を行う橿本先生

五

円

二

ム

七

ン

タ

ー

を

主
会
場
に
市
〕
同
長
浜
町
佐
康
フ
ェ
ス

一
ア
ィ
川
ル
か
開
山
抗
さ
れ
た
日

恒
例
の
、
嵐
展
望
公
園
を
折
り
返
す

さ
わ
や
か
ウ
ォ

I
ク
を
は
じ
め
、
栄
養
a

健
康
相
談
や
試
食
e

即
売
な
ど
感
り
だ

く
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
白

分
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
大
勢
の
来

場
者
で
賑
恥
つ
七

午
斥
か
ら
は
、
「
延
ば
そ
う
健
康
寿

命
」
し
一
題
し
て
、
愛
川
町
県
総
合
保
健
協

会
の
断
水

ι一
一
手
先
パ
ー
…
に
よ
り
必
講
演
が
行

わ
れ
た
へ
主
主
一
昨
旨
り
は
、
「
健
康
づ
く

り
の
主
役
は
自
分
自
身
。
ま
ず
は
自
分

を
知
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
、
っ
。
山
分

FI 

に
ち
ょ
う
ど
良
い
程
度
の
「
い
い
加
減
」

さ
で
、
健
康
づ
く
り
を
楽
し
も
う
っ
」

と
の
話
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
た
。

好プレーが展開されたレクバレー大会

波
間
聞
を

ー
シ
ー
カ
ヤ
ち
ゲ
フ
ェ
ス
タ
ー
て

五
月
一
十
六
日
と
二
日
の
二
日

間
、
双
海
j
長
浜
の
伊
予
灘
を
控
ム
円
に
、

「
タ
や
け
こ
や
け
ラ
イ
ン
双
海
・
長
浜

シ
i
カ
ヤ
ッ
ク
フ
ェ
ス
夕
日
え
ひ
め
」

が
山
開
催
さ
れ
、
中
四
国
か
ら
三
十
五
人

が
参
加
し
た
。

二
十
六
日
に
は
、
成
海
シ
ー
サ
イ
ド

公
園
か
ら
肱
川
河
口
ま
で
約
十
七
回
の

聞
で
タ
イ
ム
「
一
マ
イ
ア
ル

L
!
ス
が
行

わ
れ
、
参
加
一
七
ら
は
力
強
い
バ
ド
ル
さ

ば
き
で
渋
川
ヂ
一
か
一
会
一
一
け
け
、
-
路
ゴ
ー

ル
を
日
持
し
て
い
た
二

軽快にパドルをこぐ参加者

心よりご冥粧をお祈りします
昨生グヲこの犬舎には、先般北極点から地尭瀬戸町三七でを踏破するリーチンゲホームの旅

の途中で遭難された、故河野兵市さ九も駆りつけていただきました。

また¥昨年 1月には、龍馬脱藩の道をたどる旅の途中、龍馬が一夜の宿をこった宮屋金

兵衛宅(長浜。現富田運夫さん宅)を訪問し、砂浜でキャンプを揺られるなど、長浜町に

も漂い関わりを持っておられました。

私たちに夢とロマンを与えてくださった河野兵市さん、本当にお疲れさまでした。

か安らかにお眠リください回一。

どう

ハ
ッ
ス
凶
作
07

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
tノ

10 

六
日
十
日
、
長
浜
中
学
校
体
育
館
で
、

第
五
同
長
浜
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
出

世
さ
れ
、
町
内
外
か
ら
合
計
十
チ
l
ム

、

三

門

川

H

〆

F

A
U
L
D

告七川一一!し、アハ

ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
が
展
開
さ
れ
た
、

本
大
会
の
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
。

男

子

〔
擾
勝
}
長
浜
体
協

〔
準
擾
勝
〕
五
十
崎
町

一
一
一
貯
一
日
滝
成
人

V

女

世一
ら
っ
こ
長
浜

と
み
す
A

双
海
ク
ラ
ブ

Z
E
F
一
位
〕
背
旧
ク
ラ
ブ

好試合が展開されたバレーボール大会



農
林
水
産
大
壇
賞
に

宇
都
宮
佳
英
さ
ん
(
曲
一
一
旦
茂
)

小
西

ん
(
柴
)

ー
県
し
い
た
け
共
進
会
1

五
月
二
ト
五
日
、
松
山
市
で
開
催
さ

れ
た
第
山
十
三
回
愛
媛
県
し
い
た
け
共

進
会
の
席
上
、
和
物
の
部
で
宇
都
{
門
ru
陪

英
さ
ん
(
豊
茂
)
が
農
林
水
聖
人
臣
江
、

渡
辺
恭
↓
さ
ん
(
豊
茂
)
と
村
上
一
憲

さ
ん
(
櫛
生
)
が
林
野
庁
長
官
賞
、
ま

た
、
ほ
だ
木
育
成
の
部
で
、
小
丙
長
幸

さ
ん
(
柴
)
が
農
林
ぶ
崖
大
臣
賞
、
を
そ

れ
ぞ
れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
主
な
入
賞
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。箱

物

部

(
敬
称
略
」

農林水産大臣賞を受賞

された宇都宮俊英さん

品
貝受
ん

中
件
」
々

C

賞

幸
臣
長
大
西
産
小

骨
川
小
た

3
1
林

れ

曲世
R

J

C

-
t
U
K
L
d
m
 

回一一
A
品
a
d

町

二

V
蛤
川
町
三
」
と
い
う
数
七
を
付
け
た
か
っ
た
の
で
一
隆
と
名
一

一

織

防

鰍

宣

伝

す

ナ

ま

し

だ

の

一

ζ
r
A端

上

1

l

;

fr拾
い
元
気
ヌ
議
場
J

人
総
欝
野
市
一

一

宮

駅

で

優

し

し

1
1丸一
ヘ

一

ぷ

轟

麓

封

一

一月一

rh
ち

い

男

の

ふ

が

一

難

M
T手町長

L
v
d議
盤

町

一

;
γ
J
-
4
庁
、
、
2

ヨ

二

F

ニ
「
コ
畿
日
一
一
泳
三
J
V
J戸
線
鯵
:
:
丈

:
j

一
三
条
A
U
h
w
l

一
f
L全
て
麟
除
、
(
一
ト
ト
%
ζ
m
J
u
w
J

月
一

回

fm

ヨMm
・

-

隊

性

灘

、

L
J
A一月
一

pji三
三
戸

与

野

ず

斗

て

ほ

し

繍

一

一

弾

:

;

一

ぺ

ゴ

洋

一

旬
畑
町
宥
勺
沼
が

E

A

ヴ
ず
。
会
い
き
で
=
}
額
期
購
清
ツ
ん
で
J
J
J

、
伊
恥
叩

一
群
;
・
本
L

ゴ

J

亀戸一一一一一
γ一
議
襲
撃
時
一

一
川
品
購
ド

i
J三
選
議
選
一

一

誠

一

統

珊

瑚

へ

父

リ

恭

彦

さ

ん

ほ

ー

は

る

み

さ

ん

)

一

川
初
参
毘

市
農
林
水
産
大
霊
童
}

一
十
都
宮
俊
英
一
j
一R
茂
。
、
」
、
っ
こ
)

[
林
野
庁
長
官
賞
〕

渡
辺
諒
一
(
豊
茂
・
こ
、
っ
こ
)

々
C
曲
貝受
ん

中
世
式
』

曲
貝
一

官
恭
長

辺
庁
渡

3

野
剖
ふ
れ
~

林

れ
C々
骨
貝

-v[

一ヱん

ル

t
々
C

世
間
同
盟
一
思

↑
{
呂
一

平

長

上

勧

庁

村

総

野

た

密

林

れ

~
?
」
う
し
ん
)

付
上
一
憲
(
櫛
牛

門
矧
事
賞
〕

宇
都
宮
俊
英
(
豊
茂
・
こ
う
し
ん
、
こ

、っこ」

出
叫
一
恭
一
(
曲
一
一
司
円
庁
、
。
二
人
y

し
ん
、
ど
ん
ど
)

川
出
公
介
(
曲
註
茂
叫
こ
う
こ
)

中
嶋
正
一
(
柴
・
こ
う
こ
)

山
下
利
治
(
柴
・
こ
う
し
ん
)

増
田
成
虎
(
豊
茂
・
こ
う
し
ん
)

特
選
物

〔
知
事
費
〕

小
西
長
幸
(
柴
。
ど
ん
こ
)

村
上
一
憲
(
櫛
生
・
ど
ん
こ
、
こ
う
し
ん
)

円
以
だ
木
育
成
の
部

〔
農
林
水
産
大
臣
賞
〕

小
商
長
幸
(
柴
)

{
県
森
一
盛
会
E
古
賀
]

柿
野
公
信
(
楕
拍
)

門
田
敬
治
さ
ん
ら

七
ニ
世
帯
が
受
賞

5
一
年
間
無
受
診
世
帯
表
彰
1

五
月
二
十
七
日
、
保
健
セ
ン
タ
ー
を

、
王
会
場
に
開
催
さ
れ
た
第
七
回
長
浜
町

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
て
、
平

成
十
二
年
の
一
年
間
保
受
診
で
あ
っ
た

こ
と
に
よ
り
、
次
の
七
十
二
世
帯
の
皆

さ
ん
が
国
保
優
良
被
保
険
者
世
帯
と
し

て
町
長
支
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

(
世
帯
主
名
表
記
・
敬
祢
略
・
順
不
同
)

一
心
門
田
敏
治
、
上

m-
夫
(
以
上
仁
え
)

C
羊
尾
サ
ヱ
コ
、
一
日
出
出
義
弘
、
杉
一
冗
年

幸
、
境
良
恵
、
二
宮
仁
美
、
河
井
良
平
、

二
宮
サ
カ
ヱ
、
大
井
幸
紀
、
松
h
勝
則
、

青
松
修
、
柴
田
す
久
子
、
竹
内
ア
ヤ
子
、

山
本
節
夫
、
木
下
忠
男
、
水
沼
保
、
樫

本
八
千
穂
、
菊
地
秀
雄
、
上
回
ミ
ツ
ル
、

藤
測
浬
馬
、
藤
測
加
代
(
以
上
長
浜
)

O
大
成
ハ
ル
ミ
、
武
田
末
利
、
二
一
浦
友

好
、
石
田
ス
ズ
ヨ
、
藤
谷
明
美
(
以
上

回

帝

国

)

。
一
清
水
泰
子
、
佐
竹
信
肝
心
、
田
中
勲
、

笹
田
慶
子
、
小
山
動
昭
(
以
上
沖
浦
)

O
松
下
異
由
美
、
丸
山
和
年
(
以
上
今

場
)
コ
上
杉
松
代
、
兵
約
一
成
敏
、
山
下
文
子
、

菊
地
幸
子
、
松
本
逸
子
、

(
以
上
櫛
生
)

。
松
本
恒
子
、
西
浦
久
男
(
以
上
須
沢
)

C
浦
田
清
男
、
酒
城
元
庄
、
垣
内
筆
雄
、

宮
内
布
一
一
一
、
山
下
加
代
子
(
以
よ
出
海
)

O
谷
本
悔
L
J

、
岡
村
初
美
、
一
県
政
徳
、

山
下
康
子
、
神
山
哲
治
(
以
上
下
須
戒
)

O
在
浦
ス
マ
子
(
上
老
松
)

C
山
本
ア
ヤ
コ
、
兼
高
英
明
、
河
野
孝

子
、
大
野
児
(
以
上
豊
茂
)

O
村
ト
治
義
、
中
野
修
身
(
以
上
戒
川
)

O
鎌
田
充
、
玉
井
二
一
亜
、
久
保
花
子
、

門
町
勝
子
、
岩
田
一
夫
、
大
野
幹
夫
、

熊
本
洋
子
、
清
水
安
子
、
坪
内
要
(
以

上
白
濁
)

。
日
裏
利
仁
入
、
岩
井
熊
男
、
鈍
出
令
吾

子
、
清
水
フ
キ
エ
(
以
上
柴
)

有
ト
火
巾
い
岩{建康管理に気を付けましょう。(資料写真)
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2001 7月15日，..，，8月14日

需主~~<I)/.ク""シター
日 曜日 行事名 場所 時間

胃がん検診 白滝公民館 7:00-9:00 
16 月

大腸がん検診 保健センター 13:00-14:30 I 

17 火 大腸がん検診 今坊しおさい館 9:30-10:00 

18 水 乳がん・子宮がん検診 大和公民館 13:00 -14:00 

胃がん検診 白滝公民館 7:00-9:00 
19 木

社会保険一日相談 商工会 9:00-11:30 

第5回龍馬クルージング
21 土 in瀬戸内 高知県 7:00-18:40 

(ウオーク編)

22 日 第37田町民体育祭 長浜中他 8:30-

23 月 胃カずん・腹部超音波検診 保健センター 7:00-9:00 

24 火 胃がん・腹部超音波検診 保健センター 7:00-9:00 

26 木 大腸がん検診 沖浦公民館 9:00-10:00 

8/2 木 胃がん検診 沖浦公民館 7:00-9:00 

海水浴場まつり 長浜海水浴場 11 :00-13:00 
4 土

ながはま赤橋夏まつり 町民の広場他 13:00-21 :30 

育児サークル ・歯科相談 保健センター 10:00-11 :30 

離乳食講習 保健センター 10:00-12:00 
10 金

乳児健診 保健センター 13:00-13:30 

社会保険一日相談 商工会 10:00 -15:30 

7月 1日は山 聞き 。昔の登山は信仰行事

であり、富士山 などの霊峰にあっては、夏

期一定の期間を限って登山を許していた。

これを山聞きといい、秋の初めに閉山祭・

山納祭を行う例が多い。現在は、スポー ツ

としての登山の開始期を意味するようになっ
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7月といえば、送り梅雨。梅雨上がりの

雨で、豪雨に雷鳴を伴うことが多い。集中

豪雨にもなり、かなりの被害を 出すことも

ある。雨はほしいが豪雨はいらない。

そして、 7月下旬の暑い暑い真夏日 。 不

快指数も上がり、蒸し暑く過ごしにくい時

期でもある。

それを乗り切るための体力が必要。 土用

の丑の日 。 ウナギである 。 土用といえば夏

のことと恩われがちだが、年に 4回ある。

立春、立夏、立秋、立冬のそれぞれ前18日

間は、土の働きが旺盛になる期間として、

これを土用といった。

ところで、夏やせ対策として、土用にウ

ナギを食べる習慣は、奈良時代からあった

ようである。

江戸時代の蘭学者平賀源内が、あるウナ

ギ屋から看板を依頼され、 『万葉集』の大伴

家持の歌を思い出し、土用の丑の日にウナ

ギを食えば夏やせを防ぐことができるとい

う意味から、『今日は丑の日』という看板を

書いたところ、たちまち広く言い伝えられ

ウナギ屋は大繁盛した。そこで、江戸中の

ウナギ屋も『今日は丑の日』の看板を掲げ

たというのである。

さて、今年も暑い夏になりそうだ。ウナ

ギなど栄養のあるものを食べて、乗り切ろ

うではないか。
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人口・世帯数のうごき

5月末現在 前月との比較

9，673人 11人減

人 口 (男 4，569人) (男 2人増)
女 5，104人 女 13人減

世帯数 3，610世帯 1世帯減
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